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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の

12
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
高
畑
教
育
長

が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
４
年
度
一
般
会
計

予
算
な
ど
21
件
で
、原
案
ど
お
り『
決
定
』し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。特

別
・
企
業
会
計

会　計　名 予　算　額

特
　
別

国民健康保険事業 8億4546万円
農業集落排水事業 2億2393万円
後期高齢者医療事業 8731万円
小　　　　計 11億5671万円

企
業

病院事業 13億4065万円
水道事業 3億3528万円
小　　　　計 16億7594万円

当 初 予 算 額

３月定例会議

新庁舎 竣工へ最大規模の予算
前
年
度
よ
り　
　

　
約
10
億
円
の
増

一
般
会
計

　
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
75
億
６
０
２
６
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
10
億

２
３
２
７
万
円
、
15
・
７
㌫

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
か
ら
の　
　

　
繰
入
れ
が
増
加

　
収
入
は
全
体
の
43
・
３
㌫

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
32

億
７
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
２
億
３
０
０
０

万
円
、
７
・
６
㌫
増
加
し
ま

し
た
。
町
税
は
５
億
７
４
７

７
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
て

３
９
４
４
万
円
、
６
・
⒋
㌫

減
少
し
ま
し
た
。

　
基
金
か
ら
は
７
億
６
０
１

９
万
円
繰
入
れ
、
主
に
新
庁

舎
建
設
事
業
の
財
源
と
な
り

ま
す
。

　
自
主
財
源
の
割
合
は
20
・

７
㌫
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

３
億
５
９
９
万
円
、
24
・
４

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

新
規
事
業
が
充
実

　
支
出
は
、
新
庁
舎
建
設
費

用
を
計
上
し
て
い
る
総
務
費

が
24
億
３
６
６
５
万
円
、
１

５
２
・
６
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
若
者
雇
用
促
進
住
宅
整
備

事
業
、
集
会
施
設
整
備
事
業

（
江
刈
馬
渕
自
治
会
館
）、
移

動
図
書
館
車
更
新
事
業
な
ど

の
新
規
事
業
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
を
、

主
な
新
規
事
業
は
６
～
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
三
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
11
億
５
６
７

１
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
５
５
７
万
円
、
０
・
５
㌫

減
少
し
ま
し
た
。

　
二
つ
の
企
業
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
16
億
７
５
９

４
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
７
０
１
万
円
、
６
・
８

㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
病
院
会
計
は
、
平
成
29
年

に
整
備
し
た
病
院
施
設
整
備

費
の
償
還
開
始
に
よ
り
、
収

益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の

総
額
は
１
億
２
９
２
８
万
円
、

10
・
６
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　
水
道
会
計
は
、
大
橋
排
水

管
添
架
工
事
の
完
了
な
ど
に

よ
り
、
収
益
的
支
出
と
資
本

的
支
出
の
総
額
が
２
２
２
８

万
円
、
６
・
２
㌫
減
少
し
ま

し
た
。

病
院
整
備
の　

　
償
還
が
開
始

水
道
の　
　
　

　
工
事
費
が
減

一般会計当初予算額の推移

大型の４年度予算を決定
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町長施政方針

教育行政施政方針

「葛巻にしかできない」
チャレンジ精神を磨き
　人口減少問題を解決

学びと交流の拠点
 まちづくりを担う
　人材の育成に努める

　新型コロナウイルス感染症が確認されてか
ら丸２年が経過しましたが、依然として感染
拡大は収束せず、この先も新型コロナウイル
スという見えないリスクを感じながらの生活
が続くかもしれませんが、町民の皆さんと一
丸となり助け合いながら、この困難を乗り越
えていきたいと思っております。
　このコロナ禍を「逆境の時こそ大きなチャ
ンスを掴める好機」と捉え、国の施策に呼応
しながらこれまで町が築き上げてきた「葛巻
らしさ」「葛巻だからできる」「葛巻にしかで
きない」というチャレンジ精神に磨きをかけ、
さらに積極果敢に取り組むことで最重要課題
である人口減少問題の解決、交流人口・関係
人口の拡大、地方創生による魅力ある“まち
づくり”などを進めて参ります。　　　（要約）

　子育て環境の充実を図るために、老朽化が
著しい保育園舎の計画的な改築整備を順次進
め、葛巻保育園を核とした認定こども園とし
ての一貫した経営による保育の充実を図りま
す。
　新庁舎内に設置する町民の学びと交流、図
書館機能や文化創造活動の拠点となるスペー
スのオープンに向け、サービスの充実に取り
組み、まちづくりを担う人材の育成に努めて
参ります。　　　　　　　　　　　　（要約）

鈴木重男町長

高畑嗣人教育長

完成が待たれる新庁舎（４月５日）

（単位：億円）
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(単位：億円)町の借金と貯金の推移町の借金と貯金の推移
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H24 H25 H26 H27

56.156.156.1

45.145.145.1

H28
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H29

72.872.872.8

H30

55.355.355.3

77.077.077.0

55.855.855.8

76.676.676.6

54.654.654.6

86.386.386.3

59.559.559.5

90.990.990.9

R3R2
（見込）

R1

借金額借金額 貯金額貯金額

町の基金を有効活用町の基金を有効活用
一般会計75億円の　予算　を見る

　
町
債
の
３
年
度
末
の
見
込

額
は
90
億
８
５
２
７
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
４
億
４
８

６
１
万
円
、
４
・
９
㌫
増
加

し
ま
し
た
。

　
後
年
に
一
部
が
地
方
交
付

税
で
収
入
と
な
る
町
債
を
活

用
、
負
担
軽
減
し
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
当
た
り
（
４
年
２

月
末
の
人
口 

５
７
１
７
人
）

約
１
５
９
万
円
に
な
り
ま
す
。

予算75億円を町民一人当たりにすると

( 　　　　　)

建設事業費が
去年より
約17万円も
増えたわ。

1,322,000円
令和４年２月末の人口

5,717人

（性質別）

繰出金 6.4％
子どもへの仕送り
85,000円

負担金等 18.4％
年金・保険料等
244,000円

物件費 14.1％
光熱水道費
187,000円

建設事業費 30.3％
家の増改築等
400,000円

公債費 11.5％
住宅ローン等
151,000円

扶助費 5.9％
医療費等
78,000円

人件費 13.4％
食費
177,000円

民生費
11億5,997万円
15.3％

民生費
11億5,997万円
15.3％

民生費
11億5,997万円
15.3％

収入
75億6,026万円支出

75億6,026万円

衛生費
9億5,935万円
12.7％

衛生費
9億5,935万円
12.7％

衛生費
9億5,935万円
12.7％

総務費
24億3,665万円
32.2％

総務費
24億3,665万円
32.2％

総務費
24億3,665万円
32.2％

農林水産業費
4億6,928万円
6.2％

農林水産業費
4億6,928万円
6.2％

農林水産業費
4億6,928万円
6.2％

公債費（借金の返済）
8億6,828万円
11.5％

公債費（借金の返済）
8億6,828万円
11.5％

公債費（借金の返済）
8億6,828万円
11.5％

土木費
4億5,50０万円

6.0％

土木費
4億5,50０万円

6.0％

土木費
4億5,50０万円

6.0％

消防費
3億5,414万円
4.7％

消防費
3億5,414万円
4.7％

消防費
3億5,414万円
4.7％

労働費
8,190万円　1.1％
労働費
8,190万円　1.1％
労働費
8,190万円　1.1％
商工費
1億2,802万円　1.7％
商工費
1億2,802万円　1.7％
商工費
1億2,802万円　1.7％ その他の経費

9,667万円　0.6％
その他の経費
9,667万円　0.6％
その他の経費
9,667万円　0.6％

町税
5億7,477万円
7.6％

町税
5億7,477万円
7.6％

町税
5億7,477万円
7.6％

諸収入
8,690万円
1.2％

諸収入
8,690万円
1.2％

諸収入
8,690万円
1.2％

その他の自主財源
1億4,028万円
1.8％

その他の自主財源
1億4,028万円
1.8％

その他の自主財源
1億4,028万円
1.8％

地方交付税
32億7,000万円
43.3％

地方交付税
32億7,000万円
43.3％

地方交付税
32億7,000万円
43.3％

町債（町の借金）
17億2,360万円
22.8％

町債（町の借金）
17億2,360万円
22.8％

町債（町の借金）
17億2,360万円
22.8％

国庫支出金
5億1,263万円
6.8％

国庫支出金
5億1,263万円
6.8％

国庫支出金
5億1,263万円
6.8％

県支出金
2億3,803万円
3.1％

県支出金
2億3,803万円
3.1％

県支出金
2億3,803万円
3.1％

その他の依存財源
2億5,386万円　3.3％
その他の依存財源
2億5,386万円　3.3％
その他の依存財源
2億5,386万円　3.3％

自主財源
15億6,215万円
20.7％

自主財源
15億6,215万円
20.7％

自主財源
15億6,215万円
20.7％

依存財源
59億9,811万円
79.3％

依存財源
59億9,811万円
79.3％

依存財源
59億9,811万円
79.3％

教育費
5億5,176万円
7.3％

教育費
5億5,176万円
7.3％

教育費
5億5,176万円
7.3％

繰入金
7億6,020万円
10.1％

繰入金
7億6,020万円
10.1％

繰入金
7億6,020万円
10.1％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金
　
　
）

町税 町民税や固定資産税など、町民
の皆さんからの税金

諸収入 町有建物等の移転補償費など

繰入金 一般会計、特別会計、基金等の
会計間を移動するお金

その他の 
自主財源

分担金、負担金、使用料、手数料、
寄付金など

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金
　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により国か
ら配分されるお金

町債 事業を行うために国などから借
りるお金

国庫支出金 事業を行うために国から交付さ
れるお金

県支出金 事業を行うために県から交付さ
れるお金

その他の 
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付
金、交通安全対策特別交付金な
ど

項　　目 摘　　　　要

総務費 情報通信基盤などの維持管理、行政事務
などにかかる経費

民生費 高齢者福祉や障がい者福祉、保育所の運
営など社会保障にかかる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務にかかる経
費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元
利償還金

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業
などにかかる経費

農林水 
産業費 農林・畜産業の振興などにかかる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理
にかかる経費

消防費 防災や災害時の活動などにかかる経費

労働費 労働福祉の事業にかかる経費

その他 
の経費 議会費、諸支出金､ 予備費などの経費

新庁舎完成へ予算増額新庁舎完成へ予算増額

借
金
は
約
４
億
５
千
万
増

貯
金
は
約
４
億
８
千
万
増

　
町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
３
年
度
末
の
見
込
額

は
59
億
４
７
５
７
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
４
億
７
８

２
８
万
円
、
８
・
０
㌫
増
加
、

町
民
一
人
当
た
り
約
１
０
４

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
以
降
の
町
の

借
金
と
貯
金
の
推
移
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

町の借金は後年度に普通交付税
に算入されるため、実質的な負
担は３割程度となっています。

※万円未満切捨※万円未満切捨

民生費
11億5,997万円
15.3％

民生費
11億5,997万円
15.3％

民生費
11億5,997万円
15.3％

収入
75億6,026万円支出

75億6,026万円

衛生費
9億5,935万円
12.7％

衛生費
9億5,935万円
12.7％

衛生費
9億5,935万円
12.7％

総務費
24億3,665万円
32.2％

総務費
24億3,665万円
32.2％

総務費
24億3,665万円
32.2％

農林水産業費
4億6,928万円
6.2％

農林水産業費
4億6,928万円
6.2％

農林水産業費
4億6,928万円
6.2％

公債費（借金の返済）
8億6,828万円
11.5％

公債費（借金の返済）
8億6,828万円
11.5％

公債費（借金の返済）
8億6,828万円
11.5％

土木費
4億5,50０万円

6.0％

土木費
4億5,50０万円

6.0％

土木費
4億5,50０万円

6.0％

消防費
3億5,414万円
4.7％

消防費
3億5,414万円
4.7％

消防費
3億5,414万円
4.7％

労働費
8,190万円　1.1％
労働費
8,190万円　1.1％
労働費
8,190万円　1.1％
商工費
1億2,802万円　1.7％
商工費
1億2,802万円　1.7％
商工費
1億2,802万円　1.7％ その他の経費

9,667万円　0.6％
その他の経費
9,667万円　0.6％
その他の経費
9,667万円　0.6％

町税
5億7,477万円
7.6％

町税
5億7,477万円
7.6％

町税
5億7,477万円
7.6％

諸収入
8,690万円
1.2％

諸収入
8,690万円
1.2％

諸収入
8,690万円
1.2％

その他の自主財源
1億4,028万円
1.8％

その他の自主財源
1億4,028万円
1.8％

その他の自主財源
1億4,028万円
1.8％

地方交付税
32億7,000万円
43.3％

地方交付税
32億7,000万円
43.3％

地方交付税
32億7,000万円
43.3％

町債（町の借金）
17億2,360万円
22.8％

町債（町の借金）
17億2,360万円
22.8％

町債（町の借金）
17億2,360万円
22.8％

国庫支出金
5億1,263万円
6.8％

国庫支出金
5億1,263万円
6.8％

国庫支出金
5億1,263万円
6.8％

県支出金
2億3,803万円
3.1％

県支出金
2億3,803万円
3.1％

県支出金
2億3,803万円
3.1％

その他の依存財源
2億5,386万円　3.3％
その他の依存財源
2億5,386万円　3.3％
その他の依存財源
2億5,386万円　3.3％

自主財源
15億6,215万円
20.7％

自主財源
15億6,215万円
20.7％

自主財源
15億6,215万円
20.7％

依存財源
59億9,811万円
79.3％

依存財源
59億9,811万円
79.3％

依存財源
59億9,811万円
79.3％

教育費
5億5,176万円
7.3％

教育費
5億5,176万円
7.3％

教育費
5億5,176万円
7.3％

繰入金
7億6,020万円
10.1％

繰入金
7億6,020万円
10.1％

繰入金
7億6,020万円
10.1％

※主要４基金とは
　①財政調整基金　②町債減債基金　
　③地域づくり振興基金　④公共施設等整備基金
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４年度４年度 事業事業

平成11年に整備した移動図書館車「やまどり号」の更新江刈馬渕自治会館の整備
国庫補助・県単補助の対象とならない除伐及び保育間
伐への補助事業を創設

75歳以上の高齢者がいる世帯の下水道使用料金の一
部を補助

「20歳のつどい」に参加する際の晴着の着付け等に係
る経費の一部を助成

若者の定住に向け、入居する雇用促進住宅を整備

遊休農地解消に奨励している菜種の収穫作業軽減の
ため、コンバインを購入する協議会へ半額補助

予算額
1,400万円

予算額
1,518万円予算額

3,550万円

予算額
546万円

予算額
138万円

予算額
6,580万円

予算額
300万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」という　宝箱から
今年も“も～っと”すごい　　
　　 宝物が出て　きたぞ～

移動図書館車更新事業集会施設整備事業 除間伐事業　

高齢者世帯下水道使用料支援事業

20歳のつどい晴着等助成事業

若者雇用促進住宅工事

コンバイン購入費補助

主な新規事業をお知らせします注目注目!!

現在の馬渕中央公民館現在の馬渕中央公民館

元年度に整備した茶屋場の定住住宅元年度に整備した茶屋場の定住住宅

作業のイメージ作業のイメージ

手入れが必要な山林手入れが必要な山林
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健康づくりに取り組む町民
（町道茶屋場田子線）

病
院
経
営

　
課
題
へ
の
対
応

鈴
木
委
員　
病
院
経
営
を
黒

字
に
す
る
の
は
大
変
な
こ
と

で
あ
る
。
経
営
向
上
の
た
め
、

今
後
、
検
討
課
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

病
院
事
務
局
長　
人
口
減
少

に
よ
り
患
者
数
も
年
々
減
少

す
る
た
め
、
収
益
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
。
今
あ
る
人
的

資
源
で
可
能
な
医
療
体
制
に

よ
り
、
診
療
報
酬
の
確
保
に

努
め
た
い
。

　
今
後
、
高
齢
化
に
伴
い
、
在

宅
医
療
が
重
要
と
な
る
。
医

療
的
ケ
ア
の
必
要
な
方
々
に

訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
等
を

提
供
し
、
地
域
で
生
活
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
継
続
す
る
。

公
共
施
設

　
今
後
の
見
込
み

山
崎
委
員　
将
来
の
公
共
施

設
整
備
へ
向
け
た
基
金
が
約

33
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
推
移
、
事
業
の
見
込
み

に
つ
い
て
伺
う
。

副
町
長　
病
院
建
設
と
江
刈

簡
易
水
道
の
整
備
に
係
る
借

入
金
の
返
済
が
、
４
年
度
か

ら
始
ま
る
た
め
こ
の
基
金
を

取
り
崩
し
活
用
す
る
。
ま
た
、

役
場
新
庁
舎
の
建
設
へ
も
充

て
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
は
、馬
淵
川
地
区（
北

部
地
区
）
の
水
道
管
の
布
設

替
工
事
を
行
い
、
保
育
施
設

や
各
地
区
の
セ
ン
タ
ー
等
の

老
朽
化
に
対
応
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
北
上
山
系
開
発
事

業
で
整
備
し
た
畜
産
開
発
公

社
の
育
成
牛
舎
も
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
早
急
に
対
応

が
必
要
な
施
設
と
認
識
し
て

い
る
。

水
道
会
計
の
赤
字

　
改
善
の
検
討
は

近
藤
委
員　
水
道
会
計
は
数

年
、
赤
字
が
続
い
て
い
る
。

今
後
、
町
民
が
安
心
し
て
水

道
を
使
用
し
て
い
く
た
め
、

改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

副
町
長　
企
業
会
計
に
移
行

し
、
会
計
上
の
現
金
の
支
出

を
伴
わ
な
い
償
却
資
産
な
ど

が
あ
り
、
赤
字
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
は

留
保
資
金
の
基
金
も
あ
り
、

対
応
で
き
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
住
民
負
担
の
軽
減
か
ら
も

水
道
料
金
の
見
直
し
は
、
慎

重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
報
酬
見
直
し

　
ど
う
変
わ
る
か

山
崎
委
員　
見
直
し
は
、
近

隣
町
村
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

総
務
課
長　
消
防
庁
か
ら
の

通
知
、
基
準
額
に
合
わ
せ
増

額
し
た
。
現
在
、
全
国
自
治

体
で
検
討
し
て
い
る
。

柴
田
委
員　
団
員
へ
の
支
給

が
原
則
と
思
う
が
、
実
態
は
。

総
務
課
長　
現
状
は
、
各
分

団
へ
支
払
っ
て
い
る
。
今
回
、

消
防
庁
か
ら
、
報
酬
の
本
人

支
給
を
徹
底
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
、
本
町
も
見
直
し
す
る
。

柴
田
委
員　
各
分
団
運
営
費

は
、
団
員
報
酬
と
地
域
の
寄

付
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

各
分
団
の
意
向
も
あ
る
が
、

運
営
費
を
見
直
す
時
期
で
は
。

副
町
長　
各
分
団
の
活
動
に

地
域
の
方
々
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
４
年
度
か

ら
各
分
団
屯
所
の
光
熱
水
費

を
町
で
負
担
す
る
。
地
域
の

負
担
軽
減
、
高
齢
化
が
進
む

状
況
か
ら
も
、
今
後
、
課
題

を
整
理
し
、
改
善
に
努
め
た

い
。固

定
資
産
税
の
減
額

　
要
因
は
何
か

柴
田
委
員　
固
定
資
産
税
の

償
却
資
産
が
、
２
２
７
０
万

円
と
多
額
の
減
額
で
あ
る
が
、

要
因
は
何
か
。
ま
た
、
後
年

へ
の
影
響
は
な
い
か
。

住
民
会
計
課
長　
風
力
発
電

の
送
電
線
に
町
外
分
が
含
ま

れ
て
お
り
、
修
正
申
告
さ
れ

た
も
の
。
所
有
者
の
申
告
に

基
づ
き
課
税
、
当
町
の
事
務

的
な
課
税
の
誤
り
で
は
な
い
。

副
町
長　
３
年
度
で
修
正
し
、

後
年
へ
の
影
響
は
な
い
。

道
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン

　
な
ぜ
長
引
い
た
か

姉
帯
委
員　
道
の
駅
レ
ス
ト

ラ
ン
は
２
年
12
月
に
着
工
し
、

当
初
計
画
で
は
３
年
９
月
頃

に
完
成
、
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
だ
っ
た
。
町
民
も
心
配
し

て
い
る
。
な
ぜ
長
引
い
た
か
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
３
年
12
月
末
に
工
事
は
完

了
し
た
が
、
備
品
の
調
達
な

ど
で
さ
ら
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
４
年
２
月
中
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
、
運
営
者
と
調
整

を
重
ね
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
厳
し
い
状
況
で

は
あ
っ
た
が
、
３
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

町
産
材
の
活
用

　
進
ま
な
い
の
は

菜
種
の
収
穫

　
コ
ン
バ
イ
ン
で

文
化
財
の
予
算

　
も
っ
と
充
実
を

ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化

　
対
象
は
何
か

エ
ン
ジ
ョ
イ

　
チ
ケ
ッ
ト
継
続

ど
う
進
め
る

　
町
の
人
材
確
保

姉
帯
委
員　
町
産
材
活
用
へ

の
補
助
金
が
減
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。
活
用
が
進
ま
な

い
の
は
ど
う
し
て
か
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
一
般
住
宅
の
ほ
か
牛
舎
も

対
象
と
し
て
お
り
、
３
年
度

で
大
型
の
牛
舎
建
築
事
業
が

完
了
す
る
た
め
、
４
年
度
は

一
般
住
宅
の
み
４
件
を
想
定
。

　
町
産
材
を
資
材
と
し
て
扱

う
業
者
を
選
び
、
相
談
し
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
、
実
績

に
応
じ
て
補
正
予
算
で
も
対

応
し
た
い
。

辰
柳
委
員　
コ
ン
バ
イ
ン
の

購
入
に
対
す
る
補
助
金
を
計

上
し
て
い
る
。
遊
休
農
地
の

解
消
対
策
と
思
わ
れ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
町
農
業
再
生
協
議
会
が
購

入
し
、
町
が
そ
の
半
額
を
協

議
会
へ
補
助
す
る
も
の
。
遊

休
農
地
の
解
消
対
策
と
し
て

菜
種
を
推
奨
、
今
ま
で
収
穫

が
手
刈
り
だ
っ
た
た
め
、
な

か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た
。

　
去
年
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
デ

モ
機
で
刈
り
取
り
し
、
菜
種

５
０
０
キ
ロ
を
収
獲
、
現
在
、

菜
種
油
を
製
造
し
て
い
る
。

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
交
換
で
、

そ
ば
な
ど
の
刈
り
取
り
に
も

活
用
で
き
る
。
さ
ら
に
遊
休

農
地
の
解
消
に
努
め
た
い
。

近
藤
委
員　
文
化
財
関
係
の

予
算
を
も
っ
と
充
実
し
、
将

来
の
子
ど
も
た
ち
に
葛
巻
の

文
化
財
、
歴
史
を
伝
え
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
な
び
交
流
課
長　
新
た
な

事
業
を
展
開
す
る
中
で
、
必

要
な
財
源
を
確
保
、
予
算
の

充
実
を
図
り
、
文
化
財
保
護

委
員
と
も
協
議
し
進
め
た
い
。

山
崎
委
員　
ス
ポ
ー
ツ
習
慣

化
事
業
は
、
具
体
的
に
何
が

対
象
か
。

健
康
福
祉
課
長　
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
３
つ
で
あ
る
。

町
は
今
ま
で
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
健
診
事
業
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
の
動
機

付
け
に
、
運
動
し
た
距
離
数

に
よ
り
商
品
券
を
お
渡
し
す
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費

や
、
介
護
費
用
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

遠
藤
委
員　
コ
ロ
ナ
対
策
の

経
済
活
性
化
事
業
の
内
容
は
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課

長　
エ
ン
ジ
ョ
イ
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
で
５
千
円
分
を
４
千

円
で
、
１
万
冊
発
行
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
所

等
へ
は
、
換
金
の
際
に
10
％

の
還
元
、
さ
ら
に
町
内
の
飲

食
店
で
使
用
で
き
る
千
円
分

の
ク
ー
ポ
ン
を
セ
ッ
ト
す
る
。

　
持
続
化
給
付
金
事
業
や
特

産
品
販
売
促
進
事
業
（
送
料

無
料
）
も
継
続
し
実
施
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
に
対
応

す
る
専
門
的
人
材
や
医
療
・

福
祉
の
分
野
、
土
木
建
築
の

技
師
等
の
専
門
的
人
材
確
保

が
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長　
本
町
の
よ
う
な
中

山
間
、
過
疎
地
域
で
は
、
専

門
的
な
職
員
の
確
保
を
進
め

て
い
く
の
は
大
変
難
し
い
。

　
こ
れ
ま
で
医
師
や
看
護
師

等
の
人
材
確
保
に
、
奨
学
金

制
度
を
創
設
し
て
努
め
て
き

た
。
こ
の
ほ
か
の
職
種
分
野

で
も
こ
の
よ
う
な
対
策
含
め
、

人
材
確
保
、
育
成
に
努
め
た

い
。

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、
３
月
８
日
と
11
日
、
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

辰
柳
委
員　
デ
ジ
タ
ル
化
や
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定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

会　計　名 今回補正額 補正後の予算

一般会計（第７号） △1237万円 83億2410万円

特
別
会
計
／
企
業
会
計

国民健康保険事業
（第３号） △367万円 9億3126万円

農業集落排水事業
（第１号） △2096万円 2億679万円

後期高齢者医療事業
（第１号） 380万円 8654万円

国民健康保険病院事業
（第２号）

収益的収入
△ 3078万円

収益的収入
10億8642万円

水道事業（第２号） 収益的支出
    58万円

収益的支出
1億9394万円

《一般会計の主な使いみち》
 ■財政調整基金等へ積立て …………………………… 1億5023万円
　公共施設等整備基金、町債減債基金へ積立て
■経済活性化事業費…………………………………………  720万円
　宿泊クーポンの実績による増額など
■病院会計への負担金減額……………………………… ▲4389万円
　国の改正により、へき地医療確保対策費等を減額
■畜産振興総合対策事業費………………………………… ▲905万円
　いわて地域農業マスタープラン実践事業補助金の減額など
■観光事業経費…………………………………………… ▲1784万円
　くずまき型ＤＭＯ事業の委託料・大橋木橋工事費の減額など

令和４年１月の出初め式の様子

33年度 補正予算年度 補正予算
●
町
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
等
の
処
遇
改
善

で
、
団
員
の
年
額
報
酬
、
出

動
手
当
と
も
に
増
額
。

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
職
員
の
妊
娠
・
出
産
・
育

児
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
、
勤
務
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
措
置
が
追
加
。

●
町
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環

境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等

の
手
続
き
に
関
す
る
条
例
の

全
部
改
正

　
災
害
時
の
手
続
き
な
ど
全

面
的
に
見
直
し
。

●
町
災
害
復
興
基
金
条
例
の

廃
止

　
東
日
本
大
震
災
後
に
設
け

た
基
金
で
、
今
後
、
活
用
が

見
込
ま
れ
な
い
た
め
廃
止
。

●
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
　
施
設
の
管
理
方
法
や
利
用

料
金
を
定
め
、
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
管
理
者
を
指
定
、

浴
室
の
利
用
料
金
は
、
１
人

１
回
に
つ
き
１
０
０
円
。
４

年
８
月
完
成
予
定
。

団
員
の

処
遇
を
改
善

消
防
団
員

　
報
酬
・
手
当
を
引
き
上
げ

新
庁
舎
工
事

契
約
増
額
に

●
新
庁
舎
建
設
工
事（
１
期
・

建
築
工
事
等
）の
変
更
契
約

　
建
築
資
材
等
の
値
上
が
り

に
よ
り
契
約
金
額
を
２
億
６

１
９
９
万
８
０
０
０
円
増
額

し
、
31
億
５
４
９
万
８
０
０

０
円
に
変
更
。

◇
契
約
相
手　
株
式
会
社

錢
高
組
東
北
支
店
（
仙
台

市
）

●
新
庁
舎
建
設
工
事（
１
期
・

電
気
工
事
等
）の
変
更
契
約

　
太
陽
光
発
電
設
置
等
に
よ

り
、
契
約
金
額
を
９
６
１
７

万
１
９
０
０
円
増
額
し
、
５

億
６
８
３
０
万
４
０
０
０
円

に
変
更
。

◇
契
約
相
手　
岩
舘
電
気

株
式
会
社
（
盛
岡
市
）

●
指
定
管
理
者
の
指
定

◇
施
設
名　
田
野
森
林
雇

用
促
進
住
宅　

◇
指
定
管
理
者　
葛
巻
町

森
林
組
合

◇
指
定
期
間　
４
年
４
月

１
日
か
ら
８
年
３
月
31
日

ま
で

●
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の

変
更

　
道
路
や
橋
梁
の
長
寿
命
化

の
た
め
路
線
等
を
追
加
。

●
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
に
抗
議
し
非
難

す
る
決
議(

議
員
発
議)

　
内
容
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
。

　
一
般
会
計
は
、
１
２
３
７

万
円
減
額
し
、
総
額
83
億
２

４
１
０
万
円
に
。
主
な
歳
入

は
、
地
方
交
付
税
の
う
ち
普

通
交
付
税
が
１
億
１
１
１
万

円
の
増
額
、
町
債
の
う
ち
臨

時
財
政
対
策
債
が
３
３
８
４

万
円
の
減
額
、
町
税
の
う
ち

固
定
資
産
税
が
２
２
７
０
万

円
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
は
、
財
政
調
整
基
金

等
積
立
金
に
１
億
５
０
２
３

万
円
増
額
、
経
済
活
性
化
事

業
費
に
７
２
０
万
増
額
。

　
国
の
法
律
改
正
で
へ
き
地

医
療
確
保
対
策
費
と
し
て
の

病
院
会
計
へ
の
補
助
金
等
が

減
額
と
な
っ
た
。

　
各
会
計
の
補
正
額
と
一
般

会
計
・
歳
出
の
主
な
内
容
は

次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
。

一
般
会
計
の

　
補
正
は
減
額
に

ロシアのウクライナへの軍事侵攻に抗議し
非難する決議

議 員 発 議

　ロシアによる「NATO（北大西洋条約機構）の脅威」への対
抗を理由とするウクライナへの軍事侵攻は、平和を希求する国際
社会の長年の努力を無にし、国際秩序の根幹を揺るがす行為であ
り、我が国を含む世界の平和と安全を著しく脅かすものである。
　このような、武力による一方的な現状変更の行動は、領土保全・
武力不行使等を規定する国連憲章と国際法に明らかに反する行為
であり、断じて看過できない。
　さらに、核兵器の使用をほのめかし国際社会を威嚇するような
言動は、唯一の核兵器による被爆国である我が国にとって、断じ
て容認することはできない。
　よって、葛巻町議会は、ウクライナの主権を侵害するロシアの
軍事侵攻に対し、抗議と非難の意を強く表明するとともに、ロシ
ア軍のウクライナからの即時・完全・無条件撤退を強く求める。
　そして、不当な侵攻から自国の主権と領土、自由と民主主義、
家族と同胞を守るため、困難な戦いの中にあるウクライナ国民に
寄り添う気持ちを表すとともに、世界の恒久平和を強く念願する。
　以上、決議する。

　　令和４年３月１５日　　　　　　　　　　　　　葛巻町議会

賛成討論
『大型事業の財源

堅実に確保』

山崎　邦廣　議員

　４年度の一般会計予算と特別会計・
企業会計予算に賛成する。
　４年度の一般会計の予算案は、約
75億6000万円の規模で、３年度と比
較して、約10億2000万円の増額とな
る大型予算である。
　この主な要因は、新庁舎等の建設事
業に、約16億4000万円計上されたこ
とであるが、新たな“まちづくり”の拠
点として、多くの町民の皆さんが完成
を待ち望んでいる事業である。事業の
着実な実施に向けた取り組みを期待す
る。
　一方では、大型となる歳出予算の財
源である「歳入」が、堅実に確保され
ている。その内容は、交付税措置のあ
る有利な起債を活用、また、起債を充
てられない部分には、積立てた基金が
確実、効率的に充てられており、財政
の安定確保が図られているものと、評
価する。
　４年度予算は、町の最重要課題であ
る「人口減少対策・地方創生」と、町
総合計画に掲げられている「いきいき
と輝き続ける“ひと”」、「誰もが住みた
くなる“まち”」、「地域資源を活かす“し
ごと”」の３つの基本目標の実現に向
けて、各分野の事業の有用性が考慮さ
れた、きめ細やかな予算である。

　　（要約）

■反対討論なし
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議 員 議 員 のの 判 断 判 断
議案等番号 件名と主な内容 議決結果 賛否

４年度予算
議案第２号 一般会計 可決 全員賛成
議案第３号 国民健康保険事業勘定特別会計 可決 全員賛成
議案第４号 農業集落排水事業特別会計 可決 全員賛成
議案第５号 後期高齢者医療事業特別会計 可決 全員賛成
議案第６号 国民健康保険病院事業会計 可決 全員賛成
議案第７号 水道事業会計　 可決 全員賛成
３年度補正予算
議案第８号 一般会計（第７号） 可決 全員賛成
議案第９号 国民健康保険事業勘定特別会計（第３号） 可決 全員賛成
議案第10号 農業集落排水事業特別会計（第２号） 可決 全員賛成
議案第11号 後期高齢者医療事業特別会計（第１号） 可決 全員賛成
議案第12号 国民健康保険病院事業会計（第２号） 可決 全員賛成
議案第13号 水道事業会計（第２号） 可決 全員賛成
条例の改正・制定
議案第14号 町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 可決 全員賛成
議案第15号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可決 全員賛成

議案第16号 町が設置する一般廃棄物処理施設にかかる生活環境影響調査結果の縦覧等の手続きに
関する条例の全部改正 可決 全員賛成

議案第17号 町災害復興基金条例の廃止 可決 全員賛成
議案第18号 高齢者福祉センター条例 可決 全員賛成
契約変更
議案第19号 新庁舎建設工事（１期・建築工事等）の変更 可決 全員賛成
議案第20号 新庁舎建設工事（１期・電気設備工事）の変更 可決 全員賛成
その他
議案第21号 公の施設に係る指定管理者の指定（田野森林雇用促進住宅） 可決 全員賛成
議案第22号 町辺地総合整備計画の変更 可決 全員賛成
発議第１号 ロシアのウクライナへの軍事侵攻に抗議し非難する決議 可決 全員賛成

〈議決結果〉

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

今ここが
聞きたい

　３月７日、５議員が一般質問を行
いました。
　一般質問は、町の行政全般にわた
り、事務の執行状況や将来の方針な
どを幅広い視点から報告や説明を求
め質問します。　　　　
　議員の質問できる時間は、１時間
以内です。
　議事録の内容は、町のホームペー
ジと議会事務局で閲覧できます。

14ぺージ
山崎　邦廣 議員
１．交通結節点の利便性向上に

ついて

15ぺージ
近 藤　　 聖 議員
１．新型コロナウイルス感染拡

大が及ぼす、教育活動への
影響について

２．公共施設周辺の冬季の安全
対策について

16ぺージ
柴田　勇雄 議員
１．町行政デジタル化推進の取

り組みについて
２．森林環境譲与税の有効活用

方策について
３．町内における新型コロナウ

イルス感染者発生状況（第
６波）等について

17ぺージ
遠藤　裕樹 議員
１．町の活性化の構想について

18ぺージ
辰柳　敬一 議員
１．自然エネルギーについて

Next p
age

一般質問

繰越明許費【一般会計】 
　３年度の事業（予算）で、４年度も引き続き実施する事業は次のとおりです。

区 分 事 業 名 ・ 内 容 金　　額
１

総務費
庁舎等建設事業（南側エントランス） ２億7549万円

２ 戸籍住民基本台帳管理経費（マイナンバーカード所有者転出入ワンストップ化対応） 190万円
３

民生費
住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費 350万円

４ 老人福祉センター管理経費（高齢者福祉施設整備事業） ５億 493万円
５ 農林水産

業費
畜産振興事業管理経費（山地酪農研修センター長寿命化修繕工事） 700万円

６ いわて地域農業マスタープラン実践支援事業（コンピタンカー購入に対する助成） 630万円
７

土木費
道路改良工事：茶屋場田子線 4481万円

８ 道路改良工事：葛巻浦子内線 6985万円
９ 道路改良工事：愛羅瀬線 800万円
10 教育費 保健体育総務管理経費（社会体育館誘導灯交換工事） 260万円

合　　計 ９億2490万円

　
１
月
28
日
、
１
月
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算

２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計（
第
５
号
）【
専

決
処
分
】

　

２
７
７
７
万
円
を
追
加
、

総
額
82
億
２
９
２
７
万
円
に
。

主
な
も
の
は
、
子
育
て
世
帯

等
臨
時
特
別
支
援
事
業
給
付

金
事
業
。

●
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　
１
億
７
２
０
万
円
を
追
加
、

予
算
額
83
億
３
６
４
７
万
円

に
。
主
な
も
の
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
。

　
３
月
30
日
、
３
月
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
長
の

任
命
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
（
第
８
号
）

　

２
７
７
７
万
円
を
追
加
、

予
算
額
82
億
２
９
２
７
万
円

に
。
主
な
も
の
は
、
歳
入
で

地
方
交
付
税
の
う
ち
特
別
交

付
税
。

●
教
育
長
任
命
の
同
意

　

鹿し
か

崎ざ
き

良よ
し

宏ひ
ろ

さ
ん
（
60
歳
・

盛
岡
市
）
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
。

　
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
で
、
４
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
12
月
31
日
ま
で
。

１
月
会
議

３
月
会
議

議
会
活
動
報
告

●
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

議
会
２
月
定
例
会

【
出
席
者
】
辰
柳
敬
一
議
員

【
期
日
】
２
月
22
日

【
場
所
】
組
合
本
部

【
議
案
】
条
例
改
正
３
件
、
３

年
度
補
正
予
算
１
件
、
４

年
度
予
算
１
件
、
そ
の
他

５
件

【
結
果
】
全
議
案
可
決

●
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

議
会
第
１
回
定
例
会

【
出
席
者
】
姉
帯
春
治
議
員
、

山
崎
邦
廣
議
員
、
近
藤
聖

議
員

【
期
日
】
２
月
25
日

【
場
所
】
八
幡
平
市
役
所

【
議
案
】
３
年
度
補
正
予
算

２
件
、
４
年
度
予
算
２
件
、

そ
の
他
１
件

【
結
果
】
全
議
案
可
決

議案等番号 件　　　　名 議決結果 賛　　否
１月会議

承認第1号 一般会計補正予算（第５号）
専決処分 承認 全員賛成

議案第１号 一般会計補正予算（第６号） 可決 全員賛成
３月会議
議案第23号 一般会計補正予算（第８号） 可決 全員賛成
同意第１号 教育長任命の同意 同意 全員賛成

鹿崎良宏教育長
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交
通
の
乗
換
え
や
交

通
と
公
共
施
設
へ
の
用
向
き

と
の
円
滑
な
接
続
に
つ
い
て
、

伺
う
。

　
　
　
町
内
の
バ
ス
の
状
況

は
、
民
間
事
業
者
で
は
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
東
北
が
「
白
樺
号
」

「
田
部
線
」「
大
平
橋
線
」、

岩
手
県
北
バ
ス
が「
葛
巻
線
」

の
４
路
線
が
運
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
が
直
営
で
運
行

す
る
「
通
院
バ
ス
」
が
、
公

共
交
通
機
関
と
し
て
町
内
各

地
域
と
町
中
心
部
を
繋
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
学

区
内
と
小
・
中
学
校
を
結
ぶ

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
や
近
隣

市
町
村
か
ら
葛
巻
高
校
へ
の

通
学
、
公
営
学
習
塾
か
ら
の

帰
宅
を
支
援
す
る
車
両
運
行

も
行
っ
て
い
る
。

　
民
間
バ
ス
４
路
線
は
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
葛
巻
駅
が
結
節
点
と

な
り
、
町
内
外
へ
の
ア
ク
セ

ス
拠
点
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
活
用
さ
れ
て
き
た
。

町
長

　
　
　
待
ち
ス
ペ
ー
ス
の
充

実
は
、
天
候
の
急
変
や
寒
い

時
期
で
は
重
要
と
考
え
る
。

負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
現
在
の
中
心
市
街
地

に
不
足
し
て
い
る
駐
車
場
や

駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
ほ

か
、
バ
ス
運
行
時
間
と
連
動

し
た
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

を
含
め
、
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ

Ｏ
事
業
で
推
進
す
る
「
歩
き

ま
わ
り
た
く
な
る
〝
ま
ち
な

か
〟」
の
起
点
終
点
と
し
て

の
機
能
、
あ
る
い
は
、
ま
ち

な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
、

町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
問
題
の
解
消
・
地
方

創
生
を
推
進
す
る
拠
点
と
し

て
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。  

町
長

山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

　
ま
た
、
駅
舎
の
管
理
が
Ｊ

Ｒ
バ
ス
東
北
か
ら
町
へ
移
管

さ
れ
た
後
も
、産
直
施
設「
ま

ち
の
駅
」
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

入
居
な
ど
施
設
機
能
の
維

持
・
充
実
を
は
じ
め
、
中
心

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
と
し
て
活
用
を
図
っ
て

き
た
。

　
　
　

駅
舎
で
は
、
休
日
・

夜
間
な
ど
の
待
合
室
や
ト
イ

レ
の
利
用
の
ほ
か
、
駅
舎
の

段
差
解
消
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
、
利
便
性
の
課

町
長

ハブ機能が期待される工事中の新庁舎（中央）病院付近駐車場の路面状況

議
員

議
員

一般質問

問

答

交通結節点の利便性向上を伺う

新庁舎のハブ機能で課題解決を推進

一般質問

町
事
業
と
の
連
携　
　
　

課
題
解
決
の
取
組　
　
　

乗
換
え
の
負
担
軽
減　
　

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員
　
　
　
町
内
小
中
学
校
で
の

教
育
活
動
へ
の
影
響
を
伺
う
。

　
　
　
１
月
下
旬
か
ら
２
月

に
か
け
て
町
内
小
中
学
校
で

は
、
１
校
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
、

ほ
か
数
校
で
も
感
染
者
が
発

生
し
た
。
そ
の
た
め
家
庭
内

感
染
に
よ
る
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
１
週
間
程
度
の

休
校
措
置
を
講
じ
た
。

　
各
小
中
学
校
で
は
、
年
度

当
初
、
感
染
拡
大
を
想
定
し

て
年
間
授
業
日
数
を
多
め
に

設
定
し
て
お
り
、
法
定
授
業

時
数
は
確
保
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
。

　
　
　
児
童
・
生
徒
へ
の
精

神
的
な
影
響
と
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
児
童
・
生
徒
及
び
保

護
者
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
情
報
収
集
を
行
な
い
、

必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
派
遣
で
き
る

準
備
を
整
え
て
い
る
。
現
時

点
で
大
き
な
影
響
や
対
応
が

町
長

議
員

町
長

　
　
　
葛
巻
病
院
周
辺
の
町

道
な
ど
の
凍
結
や
落
雪
へ
の

事
故
防
止
対
策
は
。

　
　
　
町
内
全
域
で
路
面
凍

結
箇
所
の
事
故
防
止
対
策
に

努
め
て
き
た
。
指
摘
さ
れ
た

道
路
で
も
、
融
雪
剤
の
散
布

町
長

議
員

議
員

問

答

病院周辺の冬季安全対策は

新庁舎に相応しい環境整えたい

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の　
　

小
中
学
校
へ
の
影
響
に
つ
い
て

公
共
施
設
周
辺
の　
　
　

冬
季
安
全
対
策
に
つ
い
て

題
解
消
の
必
要
性
も
生
じ
て

い
る
。

　
現
在
、
行
政
・
交
流
・
商

工
・
金
融
・
防
災
・
医
療
の

機
能
を
集
約
し
た
、
新
た
な

「
ま
ち
の
拠
点
」と
し
て「
新

庁
舎
」
を
整
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
交
通
結
節
点

の
課
題
や
町
の
事
業
推
進
と

の
連
携
の
観
点
か
ら
「
新
庁

舎
」
に
地
域
と
中
心
市
街
地

を
結
ぶ
「
ハ
ブ
機
能
」
を
付

加
す
る
こ
と
で
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
「
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
形
成
し

て
い
き
た
い
。

　

併
せ
て
「
交
通
結
節
点
」

の
移
行
・
充
実
に
つ
い
て
、

民
間
バ
ス
事
業
者
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て

い
く
。

や
砂
ま
き
な
ど
を
実
施
し
、

安
全
対
策
・
事
故
防
止
対
策

に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
公
共
施
設
周

辺
の
冬
季
安
全
対
策
、
事
故

防
止
対
策
の
方
針
は
。

　
　
　
降
雪
・
凍
結
等
に
完

全
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
安
心
し
て
公
共
施

設
を
利
用
で
き
る
よ
う
安

全
・
事
故
防
止
の
対
策
を
行

い
、
適
切
な
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
役

場
新
庁
舎
工
事
が
進
行
中
だ

が
、
冬
季
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
十
分
配
慮
し
、
町
道
の

再
整
備
等
、「
ま
ち
」
の
拠

点
に
相
応
し
い
環
境
を
整
え

た
い
。

　
　
　
新
庁
舎
の
冬
季
安
全

対
策
に
比
較
し
、
既
存
施
設

の
安
全
対
策
が
不
十
分
で
は
。

　
　
　
　
設
計
上
、
完
全
に

事
故
防
止
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
過
去
の
事
例
や
新
庁

舎
で
の
成
果
を
生
か
し
て
、

安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

町
長

議
員

副
町
長

必
要
な
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
当
該
校
の
「
偏
見
や

差
別
を
し
な
い
よ
う
に
」
と

い
う
学
校
だ
よ
り
の
所
感
を

伺
う
。

　
　
　
　
感
染
者
や
関
係
者

へ
の
差
別
・
偏
見
や
誹
謗
中

傷
は
許
さ
れ
な
い
。
差
別
や

中
傷
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

文
部
科
学
省
の
コ
ロ
ナ
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
の
っ
と
っ
て

学
校
に
依
頼
し
た
。
学
校
だ

よ
り
で
地
域
住
民
に
も
呼
び

か
け
が
伝
わ
り
、
適
切
な
対

応
と
指
導
だ
っ
た
と
捉
え
て

い
る
。

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

議
員

教
育
長

議
員

実
施
体
制
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
休
校
期
間
が
短

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
実

施
し
な
か
っ
た
。
家
庭
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
は
88
㌫
が

整
備
さ
れ
、
実
態
に
応
じ
て
、

実
施
で
き
る
状
況
で
あ
る
。

教
育
次
長
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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

早急な手入れが必要な山林完成間近の大橋（４月６日）

一般質問

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
が
想
定

さ
れ
る
町
行
政
業
務
内
容
や

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
町
で
は
、
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
「
行
政
手
続
き

サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
」、
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
は
「
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
向
け
た
様
式
の

統
一
化
」
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

住
民
情
報
を
取
り
扱
う
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
庁
舎
内
で
は
既
に
、
令
和

２
年
１
月
に
は
「
出
勤
簿
」

な
ど
の
書
類
の
一
部
を
ペ
ー

パ
ー
・
レ
ス
化
し
て
い
る
ほ
か
、

今
後
は
、
電
子
決
裁
、
会
議

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
に
よ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
層
推

進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
に
お
け
る
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、「
時
間
と
場
所

を
問
わ
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、

議
員

町
長

　
　
　
新
庁
舎
完
成
に
伴
う

施
設
等
の
移
転
の
跡
地
利
用

は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
か
。

　
　
　
現
在
、
新
庁
舎
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
能

の
ほ
か
交
流
機
能
、
商
工
・

金
融
機
能
を
有
す
る
複
合
施

設
と
し
て
、
本
年
８
月
の
竣

工
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て

い
る
。

　
各
施
設
の
移
転
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

と
盛
岡
信
用
金
庫
は
、
町
の

直
接
関
与
す
る
財
産
で
は
な

い
が
、
中
心
市
街
地
の
施
設

の
た
め
施
設
所
有
者
と
協
議

を
進
め
に
ぎ
わ
い
創
出
、
ま

ち
な
か
活
性
化
な
ど
の
目
的

で
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分

署
の
跡
地
は
、
国
道
２
８
１

号
と
町
道
茶
屋
場
田
子
線
を

結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
の
活
用

を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
町
で
は
、
森
林
環
境

議
員

　
　
　
人
流
の
変
化
と
歩
き

回
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
安
全
・
安

心
な
歩
道
整
備
等
ど
う
進
め

て
い
く
か
。

　
　
　
大
橋
架
け
替
え
工
事

完
了
後
は
町
中
心
部
の
車
両

の
流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
中
心
市
街
地
の
国
道
２
８

１
号
の
交
通
量
も
、
相
当
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
。
国
道

や
町
道
町
裏
線
な
ど
は
幅
員

が
狭
く
住
居
等
が
近
接
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
一
定
の
幅

議
員

町
長

　
　
　
町
内
に
お
け
る
５
歳

か
ら
11
歳
の
対
象
児
童
数
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
を

伺
う
。

　
　
　
対
象
児
童
数
は
、
２

月
末
現
在
１
９
８
人
が
対
象

と
な
る
。

　
児
童
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
努

力
義
務
か
ら
は
除
外
さ
れ
て

い
る
が
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん

保
護
者
を
含
め
て
、
安
心
し

て
接
種
が
受
け
ら
れ
る
、
き

め
細
か
な
説
明
と
対
応
、
接

種
体
制
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
希

望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

葛
巻
病
院
の
小
児
科
外
来
に

お
い
て
、
毎
週
木
曜
日
に
個

別
接
種
を
行
え
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
お
り
、
接
種
の
体

制
が
整
い
し
だ
い
対
象
者
の

皆
さ
ん
に
周
知
す
る
予
定
で

あ
る
。

議
員

町
長

　
　
　
コ
ロ
ナ
で
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
町
を
、
活
性
化
す

る
た
め
の
予
算
措
置
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
の
対
応
に
向
け
、

国
が
地
方
公
共
団
体
に
配
分

す
る
「
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
は
、
先
般
の
国
の
補
正

予
算
で
６
・
８
兆
円
増
額
さ

れ
、
当
町
に
は
約
１
億
９
０
０

万
円
の
交
付
限
度
額
が
示
さ

れ
た
。
こ
の
交
付
金
で
町
内

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

４
年
度
当
初
予
算
案
に
、
関

係
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
は
、「
エ

ン
ジ
ョ
イ
チ
ケ
ッ
ト
販
売
事

業
」「
特
産
品
販
売
促
進
事

業
」「
商
工
業
者
持
続
化
給

付
金
」「
着
地
型
観
光
体
制

構
築
事
業
」「
特
産
品
高
付

加
価
値
化
支
援
事
業
」
な
ど
、

新
年
度
早
々
に
事
業
展
開
、

地
域
経
済
の
回
復
と
活
性
化

が
効
果
的
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
努
め
た
い
。

議
員

町
長

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う　
　

メ
リ
ッ
ト
は　
　
　
　
　

跡
地
利
用
に
つ
い
て　
　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

安
全
な
歩
道
整
備
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

今
後
の
活
性
化
の
方
針
は

譲
与
税
の
大
部
分
を
基
金
に

積
み
立
て
し
て
い
る
。

　
財
源
の
積
極
的
活
用
を
図

り
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

森
林
環
境
整
備
方
策
の
構
築

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
対
象
森
林

の
所
有
者
に
対
し
、
意
向
調

査
・
現
状
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
は

調
査
を
終
え
た
区
域
か
ら
順

次
、
森
林
整
備
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

継
続
し
て
担
い
手
の
確

保
・
育
成
、
木
材
の
利
用
促

進
な
ど
、
森
林
が
持
つ
豊
か

な
資
源
と
公
益
的
機
能
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め

町
長

員
を
確
保
し
た
歩
道
整
備
は

厳
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　
町
裏
線
に
つ
い
て
は
、
カ

ラ
ー
区
画
線
に
よ
る
歩
行
空

間
を
設
定
し
安
全
確
保
に
努

め
て
お
り
、
町
道
茶
屋
場
田

子
線
で
は
、
歩
道
を
田
子
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
延
長

す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ち
な
か
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
エ
リ
ア
内
の
施
設
、

道
路
状
況
を
加
味
し
、
ソ
フ

ト
面
で
の
対
策
で
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
来
町
者
の
皆

さ
ん
に
安
全
・
安
心
を
提
供

し
た
い
。

問

答

町行政デジタル化推進の取組みは

オンライン申請など取り組みを強化

そ
の
代
表
的
な
取
組
み
事
例

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」
が

あ
る
。
窓
口
に
出
向
く
こ
と

な
く
様
々
な
行
政
手
続
き
が

出
来
る
ほ
か
、
夜
間
や
休
日

な
ど
、
申
請
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
利
用
が

で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繫
が
る
も
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル

化
への
移
行
に
向
け
た
検
討
・

取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

て
参
り
た
い
。

一般質問

遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

問

答

町の活性化への構想は

地域経済の回復とともに効果的に進める
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畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
計
画
が
あ
っ
た
が
、
実

現
し
て
い
な
い
。
そ
の
後
、

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
町
は
平
成
26
年
度
に

「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」
を

策
定
、
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
整
備
は
、「
自
己

完
結
型
」
か
ら
「
大
規
模
共

同
処
理
型
」
に
移
行
し
、
余

剰
熱
を
温
室
栽
培
な
ど
に
活

用
す
る
構
想
で
あ
っ
た
。
経

費
の
負
担
額
な
ど
で
酪
農
家

の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
事
業

実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
も
整
備
・
導
入
に

向
け
て
先
進
事
例
の
調
査
や

課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
事
業
と
な
る
よ

う
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
専
任
の
部
署
を
作
り
、

木
材
と
畜
産
の
ふ
ん
尿
を
活

用
し
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
町
の
若
者
の
定
住
化

や
、
商
工
業
の
課
題
解
決
へ

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
町

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
人
口
減
少
対
策
に
は

さ
ま
ざ
ま
取
り
組
ん
で
い
る
。

人
材
育
成
な
ど
各
分
野
で
一

歩
ず
つ
着
実
に
前
進
し
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。
本
町
の

環
境
担
当
課
で
も
今
、
環
境

省
等
が
進
め
る
各
種
施
策
等

に
も
、
的
確
に
対
応
で
き
る

状
況
に
あ
り
、
若
い
人
材
に

磨
き
を
か
け
取
組
み
を
加
速

さ
せ
た
い
。

　
大
き
な
先
を
見
据
え
る
こ

と
も
肝
要
で
あ
る
が
、
一
歩

先
を
見
据
え
な
が
ら
、
町
民

か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

増頭に取り組む酪農家の牛舎

議
員

議
員

問

答

地域資源の利活用で若者定住を

住民理解を得られる形で進めたい

一般質問

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
経
緯

木
質
バ
イ
オ
ガ
ス
の
検
討

専
任
部
署
で
事
業
推
進
を

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
ガ
ス

（
熱
利
用
）
の
利
活
用
の
検

討
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
と

議
員

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
は
、
計
画
当
初
か
ら
余

剰
電
力
・
熱
を
活
用
す
る
こ

と
で
進
め
て
い
る
。
早
期
実

現
に
向
け
改
め
て
調
整
す
る
。

　
木
質
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
は
、

熱
利
用
効
率
が
非
常
に
高
く
、

発
電
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用
で

き
る
。
実
用
化
に
は
、
燃
料

調
達
や
採
算
性
に
課
題
が
あ

る
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

活
用
す
る
施
設
整
備
な
ど
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
山
の
有
効
活
用
が
本

町
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

町
長

議
員

木
質
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
切
る

人
、
運
ぶ
人
な
ど
発
電
に
よ
っ

て
仕
事
が
増
え
、
町
が
活
性

化
す
る
。
実
際
に
稼
働
す
れ

ば
毎
日
、
燃
料
と
し
て
木
材

を
供
給
す
る
た
め
、
山
の
活

用
が
動
い
て
く
る
。
ぜ
ひ
調

査
を
行
い
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　

　
木
材
を
原
料
と
し
た
発
電

施
設
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
に
つ
い
て
、
町
で
設

置
す
る
も
の
か
、
民
間
で
設

置
す
る
も
の
か
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
。
原
料
の
供
給
は
、

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

木
材
価
格
の
変
動
な
ど
も
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

今
後
検
討
し
た
い
。

ふるさと懇談会
　議会では、町民に開かれた議会を目指し、
多くの意見や声を聞く機会の場として、議会
報告会「ふるさと懇談会」を開催しています。
　町内の小学校、中学校、高校の児童生徒の
皆さんから提案をいただき、意見交換を行い
ましたので、その内容をお知らせします。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
葛
巻
町

の
魅
力
や
自
慢
で
き
る
も
の
を
調
べ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
葛
巻
に
は
た

く
さ
ん
の
森
林
が
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、
こ
れ
ら
の
葛
巻
の
宝
を
活
用
し

て
葛
巻
を
盛
り
上
げ
る
提
案
を
３
つ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
葛
巻
の
木
を
使
っ
て
、

古
い
建
物
や
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
て
お
店
や
住
宅
を
作
る
こ
と
で

す
。
２
つ
目
は
葛
巻
の
木
を
使
っ
た

商
品
を
作
っ
て
販
売
す
る
こ
と
で
す
。

３
つ
目
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
多

く
の
人
に
葛
巻
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
、
行
っ
て
み
た
い
住
ん
で
み
た

い
と
思
う
人
も
増
え
、
明
る
く
楽
し

い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
総
合
学
習
な
ど
で
年
間
を
通
し

て
考
え
、
ま
ち
の
魅
力
と
課
題
の
再

発
見
を
し
ま
し
た
。
そ
の
学
び
の
中

で
、
支
え
合
い
楽
し
く
活
気
の
あ
る

町
を
つ
く
れ
ば
、
葛
巻
町
に
暮
ら
し

て
い
る
人
も
楽
し
い
と
思
い
、
ま
た

町
外
の
人
も
葛
巻
町
に
行
っ
て
み
た

い
、
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
え
る
町

に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
お
い
し
い
お
肉

や
乳
製
品
、
山
菜
な
ど
の
食
材
を

使
っ
て
鍋
な
ど
の
料
理
を
作
っ
た
り
、

葛
巻
町
が
も
っ
と
身
近
に
な
る
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
作
っ
た
り
し
て
、
三
日

市
や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
し
た
い
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
魅
力
を
知
る

人
が
増
え
、
葛
巻
町
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
う
人
が
増
え
、
支
え
合
い
楽

し
く
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
葛
巻
町
に
は
大
き
な
店
が
な
く
町

外
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
気
軽

に
運
動
や
遊
び
が
で
き
る
場
所
、
例

え
ば
１
階
に
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
が
で

き
、
２
階
に
買
い
物
や
食
事
が
で

き
る
店
を
作
る
な
ど
す
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
葛
巻
の

木
で
作
っ
た
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
を
置

き
、
食
材
は
葛
巻
産
の
も
の
を
使
用
、

建
物
は
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

町
内
に
小
型
バ
ス
を
走
ら
せ
、
子
ど

も
た
ち
が
週
末
自
分
た
ち
で
気
軽
に

行
け
る
場
所
が
で
き
、
高
齢
者
の

方
々
も
楽
し
く
集
ま
れ
、
運
動
不
足

解
消
に
も
な
り
ま
す
。
楽
し
く
活
気

の
あ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
で
、
他
地

域
か
ら
の
移
住
が
増
え
、
他
地
域
へ

の
人
口
の
移
動
が
な
く
な
り
、
人
口

が
少
し
ず
つ
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
に
よ
る
癒
し
系
の
動
画
を

見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
に
牛
舎
の
中
で
酪
農
家
で

し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
親
牛

や
子
牛
の
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
な
ど
、

癒
し
系
の
動
画
を
発
信
し
て
み
て
は

ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
植
樹
祭
や
く
ず
ま
き
秋
ま
つ

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
く
ず
ま
き
テ

レ
ビ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
テ
レ
ビ

局
に
取
材
に
来
て
も
ら
っ
て
、
中
継

し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
ミ
ル
ン
ち
ゃ
ん
が
町

の
特
産
品
を
紹
介
す
る
の
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
っ
て

葛
巻
の
良
さ
が
も
っ
と
多
く
の
人
々

に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
れ
ば
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
も
も
っ
と
増
え
る
と
思
い
ま

す
。（
ほ
か
に
２
項
目
の
提
言
あ
り
）

江
刈
小
学
校

葛
巻
町
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
る
人
を
増
や
し

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
に

葛
巻
小
学
校

ふ
る
さ
と
葛
巻
の

未
来
を
考
え
よ
う

小
屋
瀬
小
学
校

葛
巻
町
が
よ
り
明
る
く

活
気
の
あ
る
町
に

五
日
市
小
学
校

葛
巻
の
良
さ
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
町
に

小学校
開催　１月25日
参加者　児童　27名
「どんな町、地域、学校に　　
　　　　　なればよいと思うか」
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ふるさと懇談会 ふるさと懇談会

　
私
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に

所
属
し
、
毎
日
、
総
合
運
動

公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
夏
場
は
良
い
の
で
す
が
、

秋
に
な
る
と
日
が
早
く
暮
れ

て
し
ま
う
の
で
、
ナ
イ
タ
ー

設
備
が
あ
れ
ば
大
会
前
で
も

十
分
な
練
習
が
で
き
、
ま
た

町
内
中
学
生
の
部
活
動
の
利

用
も
期
待
で
き
、
よ
り
活
発

な
部
活
動
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
町
外
か
ら
総

合
運
動
公
園
を
練
習
や
合
宿

の
場
所
と
し
て
選
び
、
呼
び

込
む
こ
と
で
、
私
た
ち
も
合

同
練
習
な
ど
学
校
間
で
の
交

流
も
生
ま
れ
、
総
合
運
動
公

園
の
継
続
利
用
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
し
た
。

　
葛
巻
高
校
の
部
活
動
で
総

合
運
動
公
園
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
は
テ
ニ

ス
部
の
ほ
か
に
サ
ッ
カ
ー
部
、

陸
上
競
技
部
、
野
球
部
で
す
。

そ
の
部
員
の
皆
さ
ん
と
の
話

の
中
で
、
高
校
と
総
合
運
動

公
園
の
間
の
道
に
外
灯
が
少

な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。
一
般
の
方
々
が
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
利

用
し
た
り
、
山
村
留
学
生
も

登
下
校
に
利
用
し
た
り
し
て

い
る
の
で
、
安
全
な
利
用
の

た
め
に
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
山
村
留
学
生
は
、

ま
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
町
民
の
高
校

生
の
参
加
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
話
を
聞
く
と
、

地
域
に
よ
り
遠
い
の
で
参
加

し
に
く
い
、
小
さ
な
イ
ベ
ン

ト
に
気
づ
き
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
も
し
休
日
に

バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
だ
け

る
と
、
高
校
生
で
も
参
加
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
町
内
の
方
か
ら
、

高
校
生
と
話
す
機
会
が
あ
る

と
い
い
な
と
直
接
、
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
も
葛
高
生
と
町

民
の
方
々
が
、
も
っ
と
気
楽

に
交
流
で
き
る
場
が
あ
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
葛
巻
町
を
と
て
も
い

い
ま
ち
と
感
じ
て
い
ま
す
。

確
か
に
都
心
に
比
べ
れ
ば
交

通
の
面
で
多
少
不
便
で
す
が
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
皆

さ
ん
親
切
で
、
楽
し
く
生
活

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
学
進
学
の
た
め
一
度
、
葛

巻
町
を
離
れ
ま
す
が
、
葛
巻

町
に
戻
っ
て
来
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
将
来
は
、
葛
巻

町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
若
者
に
将
来
、
葛
巻
に
実
際
に
住

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば

と
思
い
、
２
つ
の
案
を
考
え
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
葛
巻
の
郷
土
食
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
こ
と
で
す
。
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
し
て
情
報
を
発

信
。「
か
っ
け
」
や
「
そ
ば
も
ち
」
な
ど
の
店
を

出
す
こ
と
で
町
内
外
ど
ち
ら
の
人
も
、
葛
巻
の
郷

土
食
を
楽
し
み
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
お
年
寄
り
と
若
者
が
一
緒
に
、
そ
ば

も
ち
を
つ
く
る
郷
土
食
交
流
会
を
主
催
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
ネ
ッ
ト
な
ど
で
発
信
し
、
他
の

地
域
の
方
々
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
お
年
寄
り
の

方
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
も
増

え
、
葛
巻
の
昔
な
が
ら
の
良
さ
や
、
伝
統
を
次
の

世
代
に
継
承
し
て
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

郷
土
食
が
町
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
人
に
町
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
来
町
者
を
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

総
合
の
時
間
の
防
災
学
習
で
、
日
本
各
地
で

様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
葛
巻
町
も
土
砂
災

害
や
川
の
氾
濫
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と

を
学
び
、
災
害
時
の
対
策
を
万
全
に
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
こ
の
実
現
の
た
め
１
つ
目
は
、
各
地
区
の
掲
示

板
に
防
災
マ
ッ
プ
を
掲
示
し
、
避
難
所
に
備
蓄
品

情
報
を
掲
示
す
る
。
２
つ
目
は
、
山
沿
い
の
家
の

安
全
性
を
確
認
し
、
凹
凸
が
激
し
い
道
路
の
整
備

や
外
灯
を
整
備
す
る
。３
つ
目
は
、町
一
体
と
な
っ

た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
。
４
つ
目
は
町
か
ら
緊

急
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
体
制
づ
く
り
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
で
自
分
の
地
区
の
避
難
所
や
そ
の
避

難
所
に
あ
る
備
蓄
品
を
理
解
し
、
家
族
や
近
所
の

人
と
話
し
合
う
時
間
が
増
え
、
災
害
時
の
避
難
の

役
に
た
ち
ま
す
。
ま
た
、
避
難
が
必
要
な
と
き
緊

急
メ
ー
ル
で
危
険
個
所
を
避
け
移
動
で
き
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
助
け
合
い
、
安
全
が
確
保
し

や
す
く
、
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　
事
例
と
し
て
「
や
ど
り
木
」
が
あ
り
ま
す
。
立

ち
上
げ
た
方
々
は
、
町
内
で
集
え
る
場
所
を
作
り

た
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も

今
使
わ
れ
て
い
な
い
建
物
を
活
か
し
、
町
民
が
集

え
、
さ
ら
に
町
外
か
ら
も
人
が
来
て
活
気
が
あ
ふ

れ
る
町
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
し
た
。
建
物

を
全
て
壊
さ
ず
に
、
壁
や
床
な
ど
部
分
的
に
直
し

た
だ
け
で
も
や
ど
り
木
の
よ
う
に
町
外
か
ら
も
訪

れ
る
の
で
、
積
極
的
に
空
き
家
な
ど
を
活
用
す
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
「
旧
森
と
風
の
が
っ
こ
う
」
に
も

注
目
、
カ
フ
ェ
や
遊
具
の
あ
る
公
園
を
作
れ
ば
子

ど
も
た
ち
も
遊
べ
、
笑
顔
に
な
る
場
所
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
町
内
外
か
ら
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
が
増

し
ま
す
。「
や
ど
り
木
」
の
よ
う
に
、
お
年
寄
り

か
ら
や
幼
児
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
交
流
が
で
き

ま
す
。
交
流
す
る
場
が
あ
る
こ
と
で
、
意
見
の
交

換
も
た
く
さ
ん
で
き
る
と
思
い
ま
す
。（
こ
の
ほ

か
に
２
点
の
提
言
あ
り
）

田
澤
寿す

珠ず

さ
ん
（
２
年
）

総
合
運
動
公
園
の

設
備
に
つ
い
て

畑
周あ

ま
ねさ

ん
（
２
年
）

葛
巻
町
に
貢
献
し
た
い

小
屋
瀬
中
学
校

若
者
を
中
心
と
し
た
賑
わ
う
ま
ち

葛
巻
中
学
校

災
害
に
強
い
町
葛
巻

江
刈
中
学
校

使
わ
れ
て
い
な
い
建
物
を
活
か
す

高 校 中学校

開催　１月25日
参加者　高校生　11名
「町の未来に望むこと、
 葛巻高校に必要な町の施策は」

４名からの提言のうち紙面の都合により
２名を紹介します（学年は３年度） 　　

開催　１月28日
参加者　中学生　15名
　　「どんな町、地域、学校に
　　　　　　　なればよいと思うか」

懇談会で議長を務めてくださった児童生徒の皆さん

葛巻小学校
　議会で活動しているときに大切にし
ている考え方はありますか。

議員
　議員の大きな仕事に、「議決をする、
決める」ということがあります。その
ために、１つ目は考え方が偏らないよ
うに、２つ目は幅広い視点を持つこと、
３つ目は考え方がきちんと相手に伝わ
るようにということを大切にしていま
す。

葛巻中学校
　災害に強い葛巻に関連した質問です。
馬淵川が氾濫した場合、避難所である
葛巻中学校は、垂直避難しかできませ
ん。葛巻中学校には備蓄品等も十分に
備えているとは思えないのですが、町
として災害時にどのような対策をとっ
てもらえるのか教えてください。

議員
　避難所には指定緊急避難所と指定避
難所があります。指定緊急避難所は災
害による危険が切迫した時に緊急に避
難する施設で、指定避難所は災害で家
に戻れなくなった方の一時的な生活場
所となる避難所で、葛巻中学校は指定
避難所として位置付けられています。
　町で備蓄している生活用品、例えば
簡易ベットとか間仕切り、マットなど
の物品があります。葛巻中学校が避難
所として開設された際には、その生活
に必要な物品や食料を運び込み避難所
の運営を行うことになります。学校に
は常時、備蓄品を貯蔵しておく計画は
ありませんが、町が別な場所で備蓄し
ています。

議会に対する質問
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３
月
定
例
会
議
で
は
主
に
令
和

４
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
に
は
、
新
庁
舎
や

大
橋
な
ど
の
竣
工
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
２
期
工
事
、
大
橋
は

取
り
付
け
道
路
整
備
工
事
が
続

き
、
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。　
　

　
広
報
常
任
委
員
会

委
員　
下
屋
敷　
幸
男

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費
が議長交際費です。各種団体の総会、式典な
どの会費が主なものです。

次の定例会議は７月１日（金）です。

町商工会女性部　ひな飾りづくり

【２～３月の支出はありません】
（ 町新年交賀会　ほか３件）31,000円1月

　町商工会女性部（近藤とし子部長）では
３月15日にひな飾りづくりを行いました。
　同部では平成26年から町屋を活用し「ま
ちなかひなまつり」を開催していましたが、
新型コロナウイルス感染対策のため、残念
ながら開催が見送られました。
　今年は、旧暦のひなまつり（４月３日）
に飾れればと、お花をあしらったひな飾り
づくりに挑戦しました。部員のみなさんは
来年の開催を願っていました。

くずまき
テレビ
録画放送
の予定

お詫び　３月定例会議の生放送中に、マイクの不調により一部音声を
お伝えできませんでした。大変申し訳ありませんでした。

月　　日 時間 内　　　　容

４月15日（金）
９時 １ 町長施政方針演述、補正予算等審議
17時 ２ 一般質問５人

４月16日（土）
９時 ３ 当初予算審議、採決
17時 １ 町長施政方針演述、補正予算等審議

４月17日（日）
９時 ２ 一般質問５人
17時 ３ 当初予算審議、採決


